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	3. 治療の目的
ASCs治療は、ご自身の脂肪組織から製造したASCsを関節に投与することにより、疼痛の軽減や損傷した組織の修復を促し、症状の改善を図ることを目的とする治療です。
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	3. 治療の目的
ASCs治療は、ご自身の脂肪組織から製造したASCsを関節に投与することにより、疼痛の軽減や損傷した組織の修復を促し、症状の改善を目的とする治療ですが、効果には個人差があり、保証されるものではありません。
	記載整備

	3
	4. 治療の理論
脂肪組織からASCsを十分な数になるまで培養し関節に投与すると、ASCsが放出するサイトカインや成長因子の働きにより、炎症が抑えられ、疼痛が緩和されると考えられています。加えて、ASCsが放出するサイトカインには組織修復を促進する効果もあり、新しい組織を作るための細胞を呼び寄せたり、細胞の活動を活発にしたりします。更に関節に集まった細胞や足場に対して、物理的な負荷（圧力をかける、伸び縮みさせる、こするなどの運動）を加えることで、その場所に必要な強度や物性を持った組織（軟骨や柔軟な関節包など）が作られていきます。
（略）
ASCsを用いた治療は国内外で多数実施されており、変形性膝関節症の患者さまにASCsを投与した結果、疼痛軽減及び身体機能改善に有効であるが示唆されています。またそのような改善効果は5年間という長期にわたって維持されることも報告されています。
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	4. 治療の理論
脂肪組織からASCsを十分な数になるまで培養し関節に投与すると、ASCsが放出するサイトカインや成長因子の働きにより、炎症が抑えられ、疼痛が緩和されると考えられています。加えて、ASCsが放出するサイトカインには組織修復を促進する可能性があると報告されていますが、その有効性はまだ確立されていません。新しい組織を作るための細胞を呼び寄せたり、細胞の活動を活発にしたりします。更に関節に集まった細胞や足場に対して、物理的な負荷（圧力をかける、伸び縮みさせる、こするなどの運動）を加えることで、その場所に必要な強度や物性を持った組織（軟骨や柔軟な関節包など）が作られていきます。
（略）
ASCsを用いた治療は国内外で多数実施されており、変形性膝関節症の患者さまにASCsを投与した結果、疼痛軽減及び身体機能改善が報告された研究もありますが、効果が保証されているわけではありません。またそのような長期間にわたる改善効果が報告されているケースもありますが、すべての患者に当てはまるものではありません。
	記載整備

	4
	5. 治療の長所・メリット
· 痛みの改善や関節可動域の拡大などが期待できます。
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	5. 治療の長所・メリット
· 痛みの改善や関節可動域の拡大が期待される場合もありますが、治療効果には個人差があります。
	記載整備

	6
	8. 治療の方法
⑥ASCs投治療は効果が後々現れる事が多い治療ですので、慎重に経過観察します。
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	8. 治療の方法
⑥ASCs治療は効果が後々現れる事が多い治療ですので、慎重に経過観察します。
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